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令和７年１月１５日 

 
 

農林水産省主催「第１回みどり戦略学生チャレンジ」全国大会に 
食農学類と共生システム理工学類の学生３人が出場します 

 
 
農林水産省では、食料生産、特に農林水産分野での生産者の減少・高齢化や地域コ

ミュニティーの衰退、地球温暖化や生物多様性の喪失などの課題に対応するため、「み

どりの食料システム戦略」を策定しました。 

戦略の実現に向けて「第１回みどり戦略学生チャレンジ（全国版）」地方大会が全国

９ブロックで開催され、東北ブロック大会へ参加した福島大学食農学類の紀平仁一朗

さん、佐藤翔吾さん、共生システム理工学類の出島聖也さんの３名が、東北代表とし

て全国大会へ出場することとなりました。 

 

食料の調達、生産、加工・流通、消費の各段階で、２０２４年１月から１０月にかけて環境

負荷低減に取り組んできた東北地区の高校生、大学生が２０２４年１１月１３日（水）、東北

農政局主催の東北ブロック大会（オンライン交流会）に参加し、それぞれポスター発表を行

いました。大学・専門学校の部では２９チームがポスター出場しました。 

 

紀平さんらは「会津農書に基づく有機農業水田の生物多様性評価」と題して発表を行い

ました。農村計画学研究室で２０２３年から取り組んできた内容で、会津農書という伝統的

な農業指南書が生まれた会津地域を対象に有機農業水田の生物多様性評価を行い、農

業者への啓発普及を通じて有機農業の推進を図るというものです。 

 

なお、全国大会は２０２５年２月８日（土）、農林水産省本省（東京都）で開催されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

（お問い合わせ先） 

食農学類・教授 神宮字寛 

電 話：024-548-8420 

メール：jinguji@agri.fukushima-u.ac.jp 



我が国の食料・農林水産業は、国内の食料安定供給や食生活を支える重要
な産業です。一方で、生産者の減少・高齢化や地域コミュニティの衰退、地球
温暖化や生物多様性の喪失などの様々な課題に直面しています。また、近年
は、国内外のあらゆる産業において、SDGsや環境への対応が不可欠となり、
持続的な生産・消費への関心が高まっています。

こうした状況を踏まえ、農林水産省では、2050年に向けて、食料・農林水
産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現するための新た
な政策方針として、2021年に「みどりの食料システム戦略」を策定しました。

戦略の実現に向けては、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の幅広い関
係者が一体となって環境負荷低減に取り組む必要があります。学生の皆さ
んは、2050年に我が国を担う中核世代であり、皆さんのこれからの取組に
日本や世界の未来が懸かっています。

みどり戦略の主役として、日本の食料・農林水産業をリードするために、
環境に配慮した取組にチャレンジしてみませんか。

●募集期間：
参加宣言：令和６年１月～5月
取組実施：令和６年１月～１０月
取組報告：令和６年10月

ポスター（A版縦長 １枚）
※全国大会出場者はポスター発表動画（４分以内）を追加提出

＊優秀作品は表彰予定
（最優秀の取組には農林水産大臣賞を授与）

＜事務局＞
農林水産省
大臣官房みどりの食料システム戦略グループ（担当者：鷹觜、山﨑、横山、船山）

経営局就農・女性課（担当者：山口、星）

03-3502-8056（みどりＧ）、03-6744-2162（就農・女性課）
midori-challenge@maff.go.jp

●対象：
①高校の部
（高等学校、高等専修学校、高等専門学校（３年生以
下）の学生により構成されるグループ又は個人）

②大学・専門学校の部
（大学、短期大学、専門学校、高等専門学校（４年生
以上）の学生により構成されるグループ又は個人）

＊授業の一環、部活動、ゼミ・サークル活動等、
参加形式は問わない。学校の垣根を超えた
グループも可。

＊農業高校、農業大学校等、農業に関係する
教育機関に限らない。

●内容：
・みどりの食料システム戦略に基づいた取組を実践
＜具体例＞
調達：生産段階でのプラスチック削減、堆肥の活用
生産：土壌分析やドローンを活用した化学肥料・化学農薬の低減、

バイオ炭の農地土壌への投入技術
加工・流通：環境負荷を低減した農産物の市場拡大
消費：見た目重視の商品選択の見直し、

食品ロス削減の仕組み作り

・取組概要を取りまとめたポスター・発表動画等を
「学生チャレンジ」として各種イベント、
YouTube配信等により紹介

・意見交換会等による参加チーム間の交流を予定

詳しくはこちら
Ver.4.0



地域ブロック 問合せ窓口 連絡先

北海道ブロック
北海道農政事務所
みどりの食料システム戦略推進事務局
（担当者：福田、藤巻、武田）

011-330-880７
E-mail：
midorijimu_hokkaido@maff.go.jp

東北ブロック
（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県）

東北農政局
企画調整室総括チーム（担当者：菅原、三瓶）

経営・事業支援部経営支援課
就農促進班（担当者：鈴木、佐々木）

022-263-1111
（企画調整室総括チーム：内線4080）
（経営支援課就農促進班：内線4434）

E-mail：tohoku_midori@maff.go.jp

関東ブロック
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、山梨
県、長野県、静岡県）

関東農政局
経営・事業支援部 経営支援課
（担当者：山本、髙関）

048-740-0394
E-mail：
kaoru_yamamoto230@maff.go.jp
nobuhito_takaseki310@maff.go.jp
mdr.gakusei_cyarenji@maff.go.jp

北陸ブロック
（新潟県、富山県、石川県、福井
県）

北陸農政局
企画調整室
（担当者：亀喜、山森、金澤、田丸）

経営・事業支援部経営支援課
（担当者：土田、宮本、中山）

076-232-4206（企画調整室）
０７６-２３２-４２３８（経営支援課）

E-mail：
hokumidori_challenge@maff.go.jp

東海ブロック
（岐阜県、愛知県、三重県）

東海農政局

【全体窓口】企画調整室（担当者：亀蔦、渡辺、
森岡）

【農業教育関係】経営・事業支援部経営
支援課（担当者：杉原、髙畑）

052-223-4610（企画調整室）
052-223-4620（経営支援課）

E-mail：tokai_kikaku@maff.go.jp

近畿ブロック
（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県）

近畿農政局
企画調整室
（担当者：大森、鳥居、林）

075-414-9036
E-mail: 
kinki_midori_challenge@maff.go.jp

中国四国ブロック
（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、
山口県、徳島県、香川県、愛媛県、
高知県）

中国四国農政局
企画調整室 （担当者：竹田、植田）

生産部 生産振興課 （担当者：赤松）

経営・事業支援部 経営支援課
（担当者：木尾、薦淵）

086-224-4511
企画調整室 （内線：2120）
生産部 生産振興課 （内線：2412）
経営・事業支援部 経営支援課
（内線：2477）
E-mail：
chushi_midori_challenge@maff.go.jp

九州農政局
生産部 生産技術環境課
（担当者：上原、大竹、藤本）

内閣府沖縄総合事務局農林水産部
（担当者：金原、新城、兼島）

096-211-9111（内線4173）
E-mail：midori_kyushu@maff.go.jp

098-866-1627
E-mail：
midori_setsumei.x8u@ogb.cao.go.jp

本省事務局（全国）

農林水産省
大臣官房みどりの食料システム戦略
グループ（担当者：鷹觜、山﨑、横山、船山）

経営局就農・女性課（担当者：山口、星）

03-3502-8056（みどりＧ）
03-6744-2162（就農・女性課）

E-mail：
midori-challenge@maff.go.jp

みどり戦略学生チャレンジ
地域ブロック別問合せ窓口一覧

全国版
第１回

九州ブロック
（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県、宮崎県、鹿児島県）

沖縄ブロック
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